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リスク・アプローチにおける監査計画の理論的意義の再構築に関する研究
長　吉　眞
2007年度は、2006年度に実施したAICPA監査基準書（SAS）、　IFACの国際監査基準（ISA）お
よびJICPA監査基準委員会報告書の各規定の比較・検討と、JICPAの本部および各地域会の責任
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者と公認会計士へのインタビューによる実態調査を行って、次の点を明確にした。
　1．　リスク・アプローチ監査におけるAP（Audit　Program、監査計画）の意義
　2．AR（Audit　Risk、監査リスク）、とくにIR（Inherent　Risk、固有リスク）×CR（Control
　　Risk、統制リスク）とAPの策定および監査手続との理論的・構造的な関連性の検討
　3．以上を踏まえたうえでのAPの理論的意義の再構築
　現在の監査はリスク・アプローチを採用しているが、それにもかかわらずAPはそれ以前の意
義づけがなされている。そこで、本年度は、まず、リスク・アプローチ監査のもとにおけるAP
の意義について、AICPA監査基準書、　IFACのISAおよびJICPA監査基準委員会報告書相互の異同
をもとに再検討を行ったものである。そしてこれに関連して、前年度に実施したJICPAの本部お
よび各地域会の責任者と公認会計士へのインタビュー調査の結果をもとに、IR×CRの重要性と
APの策定およびこれに伴う監査手続の選択・適用について、具体的にどのように考察しようとし
ているのかについて検討を行った。ここでは繰り返し行ったインタビューについて、論点の重複、
脱漏または論理展開に齪酷をきたしていないかどうかを最終的に確認した。そして、この検討を
理論的・構造的にまとめた。
　これらのインタビューの過程で、ある公認会計士の意見が非常に参考になった。この公認会計
士は、JICPAジャーナルNo．600（2005年7月）およびNo．601（2005年8月）に掲載された座談会「監
査リスクモデル等に関する新しい監査基準委員会報告書の公表をめぐって」の出席・討論者であ
ったが、インタビューによってJICPAジャーナルにおけるご本人の考え方をさらに深く聴取する
ことができた。
　以上の各種検討とインタビューによって、ほぼ本年度の研究計画を予定通り達成できた。
　以上の結果、前年度の研究実績とあわせ、リスク・アプローチを踏まえたAPの理論的意義を
再構築できた。とくに、上記の公認会計士の意見は、当初予定していなかったものであり、想定
していた以上の成果が得られた。
　2年間の研究成果は「リスク・アプローチにおける監査計画の理論的意義の再構築に関する研
究」という小文に取りまとめた。
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